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２０２５年度 事業報告書 
         （２０２５年４月１日～２０２６年３月３１日） 

 

１．奨学金給付事業 

・目的：我が国の学術及び文化に関する事業の振興に資することを目的とし、人材を養成 

するため、学費の補給を行う。 

・概要：補給期間は 1 年間とし、京都府・滋賀県・岐阜県・愛知県から以西に所在の国立 

大学大学院３６校に在籍する学生で総長等の推薦を受けた者に対して、１人 

当たり年額５０万円を支給する。採用された者には研究成果報告書を提出して 

もらい、学費補給の成果を確認する。 

  ・応募：２１校（長崎大学・熊本大学・鹿児島大学・九州大学・宮崎大学・九州工業大学 

          鹿屋体育大学・広島大学・岡山大学・愛媛大学・香川大学・徳島大学・ 

          大阪大学・神戸大学・京都大学・兵庫教育大学・京都工芸繊維大学・ 

          名古屋大学・豊橋技術科学大学・名古屋工業大学・愛知教育大学） 

  ・総額：２,１５０万円（４３人 × ５０万円） 

学年別内訳 

１年生：２１名  

２年生：１８名  

３年生：  ４名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

２. 児童教育助成事業 

・目的：我が国の将来に寄与する為、教育・スポーツ等を通じて国民の心身の健全な発達 

に寄与し、又は豊かな人間性を滋養することを目的とする。青少年の健全な育成 

に寄与する学校教育に対して助成金を支給する。 

・概要：京都府・滋賀県・岐阜県・愛知県から以西に所在で創立１００年以上の私立小学 

校に対して助成金を支給する。助成期間は１年間とし助成金額の総額は概ね年額 

１，０００万円以上３，０００万円以下の範囲とする。採用校には成果報告書を 

提出してもらい、青少年の健全な育成に寄与しているか確認する。 

 ・応募：１校 学校法人甲南学園 甲南小学校 

  ・総額：３,６００万円（１＋２） 

 

１設備費用助成金 ：2,400 万円 

【設備備品費】 

設備備品費 A：13,704,000 円（ 1,370 万 4,000 円） PC 教室改修   

設備備品費 B：15,015,000 円（1,501 万 5,000 円） 校庭遊具改修   

 

【総額費用】28,719,000 円（2,871 万 9,000 円）   

【助成額】 24,000,000 円（2,400 万円） 

              

  設備備品費 A 

目的：PC 教室改修 

             国のデジタル教育の充実を掲げた「GIGA スクール構想」に先んじて 1 人 1 台の 

iPad を用意し教育への活動を進めてきた。一方で既存の PC 教室の PC 利用頻度 

が低下しているため、タブレット端末の活用に適した教室への改修を行うことで 

子どもたちの学びを深める知育面での効果を狙う。 

   方法：壁面４面のホワイトボート化とプロジェクター設置・可動式の机と椅子の設置・ 

      既存 PC 端末及び机椅子の撤去 

   結果：子どもたちに新しい学びを意識してもらうよう、PC 教室改修後の教室の名称を 

「メディアルーム」とした。教員向けに利用方法の研修を実施し２学期から稼働 



を開始した。各学年で授業に活用し子どもたちの学習に寄与した。また、当年度 

から教員による STEAM 教育を意図した授業研究を開始しており、更なる活用を 

予定している。 

設備備品費 B 

目的：校庭遊具改修 

     校庭遊具の老朽化が進み、雲梯、総合型遊具の遊具入替を行う。総合型遊具には 

クライミングボードを新たに機能追加（検討段階）し、子どもたちに運動の楽しさ 

を訴求し子どもたちの体育面での効果を狙う。また、遊具素材をステンレスとし 

設備の耐久性を向上させる。 

   方法：既設の総合遊具の撤去・総合遊具 1 機と雲梯 2 機（大・小）を設置・遊具設置部分   

の人工芝張替 

   結果：遊具の構成を見直し、新たに「クライミングボード」を導入した。３種類の難易度    

があり、低学年から高学年迄、遊びながら体力やバランス力を養えている。       

雲梯や棒のぼり等の機能も備えた総合遊具として体育授業は勿論、休み時間の遊び 

にも、子どもたちは活用している。 

  

 

２国際理解力養成助成金：1,200 万円 

  総額費用： 1, 393 万 3,000 円 の内 1,200 万円 助成 

消耗品費：   119 万 4,000 円（英語授業・海外交流事業等） 

旅  費：  291 万 8,000 円 

（豪州訪問費 238.7 万円＋ケンブリッジ大学来訪費用 53.1 万円） 

  人件費 ：   899 万 1,000 円（英会話教室講師人件費３人分） 

  その他 ：   83 万 (海外姉妹校交流アレンジ委託費等) 

 

［国際理解教育に関する取組と成果］ 

① 方法：英語教育の充実                                 

2024 年度より英語・英会話の授業時数を週 1 時間増やし、ネイティブ   
スピーカーの教師を雇用 

結果：低学年は英語への慣れ親しみを育成。中・高学年はスピーキングやヒアリング 
などの基礎的コミュニケーション力を育成 

 



 

 

② 方法：海外交流事業の実施  

6 月 27 日 海外姉妹校アンブローズトレーシーカレッジ校との交流。       
7 月 1 日～7 月 11 日第 7 回甲南ケンブリッジプログラム。            
9 月 25 日にセントマーガレッツ校との交流。                  
3 月 18 日～26 日オーストラリア海外姉妹校 2 校への訪問交流旅行。  

結果：子どもたちが海外文化に直接触れる機会を提供した 

③ 方法：自国文化理解を深める取組                          
日本文化の理解を目的とした学習活動を実施     

結果：自国文化への理解を深め、小学生段階から良質な国際理解を育成 

【総合的な成果】  

上記の取組を通して「健全な常識をもった世界に通用する人材の育成」の実現に向けた
活動を推進した。 

３. 医療研究助成事業 
・目的：我が国の将来に寄与する為、学術及び文化の研究を奨励援助し、有為な研究者に 

対する研究費の助成を行う。我が国にとって早急に研究を進めるべき分野と考え 
られる、ワクチン・ガン治療等の研究に対して助成金を支給する。 

・概要：京都府・滋賀県・岐阜県・愛知県から以西に所在し、核酸化学分野の研究を行う 
研究者に対して助成を行う。助成期間は１年間とし、助成金額の総額は概ね年額 
１， ０００万円以上かつ３，０００万円以下の範囲とする。採用された研究者に 
は研究成果報告書を提出してもらい、研究の成果を確認する。世界的にも研究が 
注目されている核酸化学分野への助成を通して、遺伝子を原因とした患者への 
新薬誕生に貢献できるよう事業を展開する。 

・応募：１校 学校法人甲南学園 甲南大学 
先端生命工学研究所 特別客員教授 杉本 直己 

  ・目的： 「ヒトとがん遺伝子およびウイルス遺伝子を標的とした先制核酸医工学の開発～ 
       がん遺伝子の構造予測パラメータの開発～」 
  ・方法：がん等の疾患の発症に関与する「遺伝要因」と「環境要因」を明らかにし、疾患 
      の発症を抑制する新たな技術（SNAPScontrol）を確立するため下記（１～３） 
      の研究課題を複数年で段階的に遂行する。 

１．SNAPS から疾患発症機構を「知る」（２０２４年～） 
２．SNAPS を調整し得る STArmaterial を「創る」（２０２４年～） 
３．SNAPScontrol で疾患発症を「制す」（２０２６年～）  



 
 
・結果 

    ２０２５年度は２０２４年度から引き続き SNAPS から疾患発症機構を「知る」 
   研究を推し進めた。その結果、ウイルス粒子の内部やミトコンドリアといった 
   特殊な空間の「環境要因」によって「遺伝要因」となる配列が形成する非二重 
   らせん構造の熱安定性、および遺伝子発現効率などをエネルギーパラメーター 
   として得ることができた。さらに SNAPS を調整し得る STArMaterial を「創る」 
   研究に取り組みはじめ、神経変性疾患の治療に有望な化学物を見出すことにも成功 
   した。また、これらの成果を国際会議で議論することで、「創る」研究の進展に 
   よるがんやウイルス感染に対する新たな治療戦略として有用であると確認できた。 
   この結果により核酸化学分野において先駆的な研究を行っている国際会議にて受賞。 
     

・総額：４,０００万円（A＋B） 
    

A：設備備品費：８８４万５,９２５円 
・AmTyphoon_NIR_RGBFluor_Upgrade ：  8,267,325 円（826 万 7,325 円） 
・Apple 15 インチ MacBook Air       ：    324,800 円（ 32 万 4,800 円） 
・Apple Studio Display                 :     253,800 円（ 25 万 3,800 円） 

     
    B：消耗品・旅費・謝金等：２,４０５万７,１５１円 

・消耗品費 (合成 DNA、試薬、細胞精製キット等)： 1,718,006 円（ 171 万 8,006 円） 
・旅  費 (国内・国外出張費)                 ： 4,507,470 円（  450 万 7,470 円） 
・謝  金(人件費、講演者への講演謝金)    ：15,793,501 円（1,579 万 3,501 円） 
・その他(学会参加費、シンポジウム開催関連費用)： 2,038,174 円（  203 万 8,174 円） 

 
       

合計（A+B）：  32,903,076 円（3,290 万 3,076 円） 
残     ：   7,096,924 円（709 万 6,924 円／4～7 月末執行予定） 
総合計   ：  40,000,000 円（4,000 万円） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

4. 公益法人助成事業 
・目的：我が国の将来に寄与する為、公益法人に対して助成を行う。当財団設立者の出生 

地にて、長きにわたり公益事業を展開してきた助成対象法人の歴史に鑑み、公益 
事業の継続的な実施に貢献していく。 

・概要：助成対象は公益財団法人豊郷済美会とする。助成期間は１年間とし、毎年申請を 
要するものとする。助成金額は、概ね年額１００万円以上１，０００万円以下の範囲 
とし、応募は、公益法人に対して事前に案内を通知し、当財団へ申請書を提出して 
もらうことで完了とする。 
助成の決定にあたっては、学識経験者を含む選考委員２名以上により、当財団の 
助成趣旨に相応しい申請内容かどうか審査を行う。助成後、助成金の使途につい 
て報告書を提出してもらい、助成金交付の成果を確認する。 

  ・対象：公益財団法人豊郷済美会 

  ・総額：３８,６２９,４９９円 

      町内すべての学校対象 
      教育振興費：豊日中学校  ８,２３７,８２０円 

：豊郷小学校  ９,１２３,０５４円 
           ；日栄小学校  ８,５５４,８８５円 
           ：豊郷幼稚園  ３,２２２,１４０円 
           ：愛里保育園  ３,３３７,６００円 
           ：崇徳保育園  ４,０４６,０００円 
      奨学金事業：高校生     １,６５０,０００円（対象：豊日中学校卒業生） 
      豊郷町スポーツ少年団     ２５８,０００円 
      アザックとよさとスポーツ   ２００,０００円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

<法人の運営体制の充実を図るための取組> 

1.自律的ガバナンスの充実、透明性の向上のための取組 

①外部理事、外部評議員、外部監事の選任について 
・ 理事の総数に対し、外部理事(法人と利害関係のない外部の専門家等)を 2/3 以上選任している。 
・ 評議員の総数に対し、外部評議員(法人と利害関係のない外部の専門家等)を 2/3 以上選任してい
る。 
・ 監事の外部監事については全員士業関係者を選任している。 
  

②利益相反取引等に対するチェック体制等について 

利益相反取引等に対するチェック体制につきまして、下記構築している。 
（利益相反取引の承認）  
役員及び職員が利益相反取引をしようとする場合は、その取引について重要な事実を開示し、理事
会の承認を得なければならない。 
また、開示事実にかかる理事会での承認に際しては、当該利益相反取引をしようとする役員は、 
その決議に加わることができない。 
  
 
 

<事業報告書の附属明細書> 
令和 7 年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第３
項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」は存在しない。 
 


